
 
 
 
 
 
 
初代 円山 田作 昭和２５年４月 ～ 昭和２８年４月 
2代 石井 九二三 昭和２８年４月 ～ 昭和３０年４月 
3代 加茂 恒雄 昭和３０年４月 ～ 昭和４１年８月 
4代 井口 梅二 昭和４１年８月 ～ 昭和４４年４月 
5代 仲田 幸豊 昭和４４年４月 ～ 昭和４７年５月 
6代 武田 匡治 昭和４７年５月 ～ 平成 ６年５月 
7代 猪川 幸子 平成 ６年５月 ～ 平成 ８年５月 
8代 磯野 元吉 平成 ８年５月 ～ 平成１２年５月 
9代 柴田 正之 平成１２年５月 ～ 平成１４年４月 
１０代 髙橋 昭二 平成１４年５月 ～ 平成１７年４月 
１１代 佐藤 幸雄 平成１７年５月 ～ 平成２１年４月 
１２代 佐藤 美都子 平成２１年４月 ～ 平成２３年４月 
１３代 山田 安夫 平成２３年５月 ～ 平成２５年４月 
１４代 曽根 健一 平成２５年５月 ～ 令和 ２年４月 
１５代 西村 信一 令和 ２年５月 ～ 令和 ４年４月 
１６代 大澤 義美 令和 ４年５月 ～ 現在 

 
 
 
 
昭一文化会は東中野三丁目の一部と上高田一丁目１，２，３番の一部から成っています。 
早稲田通りをはさんで、1地区から１０地区に分かれており、約 300世帯の会員を有しております。 
本町会は、戦後、昭和一丁目町会に復員した若者を中心に、青年部が結成されて町会の活動を考え、その頃
文化活動が盛んであったこともあり、町会名を昭一文化会としました。 
中野区に団体登録を申し込んだところ、この名称なら差し支えないということで、昭和２５年に受け付けてもら
いました。この町会名は他に類をみないものです。 
また、昭一文化会の管内には、明治３０年代から大正時代にかけて都心部から移転した由緒あるお寺が集ま
っています。 
その頃、町会には集会室がなく、よくお寺をお借りして会合をしていましたが、現在の遊和の地所１００坪の所
有者が公共用のためなら提供したいという話があり、区議会の賛同を得まして、昭和老人会館（現・昭和高齢
者会館）を建設して頂きました。 
組織としては、総務、会計、事業、文化、防火、防犯、交通、子ども会、女性、環境リサイクル、防災、青年の１２
部会からなっています。 
お祭り、盆踊り、餅つき大会、旅行など年間行事を各部の部長が計画し、そのつど会員に呼びかけて一人で
も多く参加してもらえるよう努力しています。 
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